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１．はじめに：高・低温障害対策としての用水管理は、農業改良普及センター等の普及側を中心に

指導されてきた。しかしながら、地区レベルの用水需給が充分定量的に検討されておらず、水利施

設の規模、水利権等の用水供給上の制約から適正に行えていない場合が多い。そのため、用水

供給可能量を踏まえた用水管理が必要と考え、農家アンケートや文献調査を行い水田面積約

3,400haの亘理・山元地区の状況を把握するとともに地区レベルの用水需給量を概算し、亘理農

業改良普及センターや亘理土地改良区等の意見を把握しながら、現実的な用水管理の指導方

法、用水管理の指導と用水供給に必要な体制、電気代の節減の可能性等を検討し、高・低温障

害対策としての用水管理における普及側と用水供給側の連携 1)の意義を明らかにした。 

２．高・低温障害対策としての用水管理の状況：亘理農業改良普及センターは、高温障害対策として

の用水管理として、掛け流しかんがいを最も有効な方法として優先的に指導してきた2)。また、低温

障害対策としての用水管理として、穂ばらみ期の深水管理を指導してきた3)。これらの指導を受け

てか、農家アンケートの結果によると、高・低温障害が発生した年は勿論、平年であっても多くの農

家が高・低温障害対策としての用水管理を試みているが、水利施設の規模、水利権等の用水供給

上の制約から必ずしも充分には行えていない。このためか、普通期を通じた阿武隈川からの取水量

は、水利権に近い値で推移している。これらのことから、現実的な指導方法を検討する必要がある。

３．高温障害対策としての現実的な用水管理の指導方法：宮城の稲作指導指針（基本編）によると、

掛け流しかんがいに必要な用水量は、10a 当り毎分 200～300L 程度とされている。ここでは少ない

方を使用して概算したところ、用水供給可能量の 9 倍程度の用水量が必要との現実的でない結果

となった。この結果を亘理農業改良普及センターに説明したところ、掛け流しかんがい程の効果は

無いが次善の策である飽水管理を基本として指導することとなった。また、飽水管理は節水型の用

水管理であり、余裕水を利用して一部の水田で掛け流しかんがいができないか検討することとなっ

た。因みに、飽水管理の方法は、5 日に 1 回程度の間隔で水深 3cm 程度の用水を供給するもので

あり、間断かんがいを行っている農家は、飽水管理の指導のあった

次の用水供給時から水深を 5cm 程度から 3cm 程度にすることにな

ると考えられる（図 1）。このことを踏まえ、掛け流しかんがいができる

面積を概算したところ、230ha程度との結果となった。この結果を亘

理農業改良普及センターに説明したところ、飽水管理を基本とし

て指導した場合に、気温、水温、生育段階、配水ブロック等を踏ま

え、最も必要な場所に余裕水を利用して掛け流しかんがいを指導

することとなった。 
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図１  飽水管理のイメ－ジ
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４．低温障害対策としての現実的な用水管理の指導方法：5 日間程度の

穂ばらみ期に、何日で水深を低温障害対策としての深水管理に必

要な 10cm にすることができるか概算したところ、3 日間程度必要との

結果となった。この結果を亘理農業改良普及センターに説明したとこ

ろ、5 日間程度の穂ばらみ期だけに深水管理を行うと不稔等の障害

が出る恐れがあり現実的でないので、次善の策である幼穂形成期か

ら深水を行う前歴深水管理を指導することとなった。その際、まず 5cm

にし次の段階で 10cm にすることも考えられるとのことであった（図 2）。

このことを踏まえ、間断かんがい中の余裕水で前歴深水管理ができ

る面積を概算したところ、最初に 5cm の水深にする場合が 1,400ha/day 程度であり、亘理・山元地

区全体では、2 日間程度が必要との結果となった。この結果を亘理農業改良普及センターに説明

したところ、間断かんがい中に指導する場合、気温、水温、生育段階、配水ブロック等を踏まえ、最

も必要な場所から余裕水を利用して前歴深水管理を行うよう指導することとなった。 
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図 ２  前歴深水管理のイメ－ジ

５．高・低温障害対策としての用水管理の指導と用水供給に必要な体制：高・低温障害対策としての用水

管理は、稲作指導の一環として指導するのが合理的と考えられるので、亘理農業改良普及センタ

ーが農家を指導し、そのために必要な用水は、亘理農業改良普及センターからの連絡を受けて亘

理土地改良区が供給するといった体制が必要と

考えられる。また、農家からの質問等には、亘理

農業改良普及センターが対応すれば良いと考え

られる（図 3）。これらのことを亘理農業改良普及

センターと亘理土地改良区に説明したところ、基本

的にこの体制で進めることとなった。 
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図３ 高・低温障害対策としての用水管理の
指導と用水供給の連絡の体制

６．普及側と用水供給側が連携した用水管理による電気代の節減の可能性：平成 20 年は高・低温障害の

懸念のない平年の気象であったので、前述の方法と体制で用水管理が指導されていれば無駄な

掛け流しかんがいが行われずに亘理農業改良普及センターの栽培こよみ（図 4）のとおりの水管理

が行われていたと仮定し、取水ポンプによる取水量と

電気代の実績（表 1）を踏まえ概算すると、取水ポンプ

以外も含め地区全体で年間 1 千万円程度の電気代

が節減できたとの結果となった。高・低温障害が発生

する年は、取水量は増えると予想されるが、掛け流し

かんがいが必要な時期は登熟初期の 20 日間で水温が気温

より低い場合に限られるので、また、深水管理に必要な水

量はそれ程多くないので、電気代を現状より相当程度節減

できる可能性があると考えられる。 

図４ 「ひとめぼれ」栽培こよみ

（亘理農業改良普及センタ－）

表１ 取水ポンプの取水量と
電気代（平成 20 年）

７．おわりに：普及側と用水供給側が連携すれば、現実的

で適正な高・低温障害対策としての用水管理の指導が行えるとともに電気代を節約できる可能性

があることを示し、その意義を明らかにした。今後も検討を進め普及側と用水供給側の連携の強化

に努力したい。 
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